
(57)【要約】

【課題】　切断砥石が小さくなっても、切断材料を無駄

なく切断でき、かつ、上限位置と下限位置の調整が容易

で、作業能率を良い、砥石切断機の上限、下限位置規制

機構を提供することである。

【解決手段】　ヒンジ４に設けられたストッパ７を上下

方向に移動可能でかつ係止可能に設けた。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
切 断 材 料 を 固 定 す る 移 動 バ イ ス 及 び 該 移 動 バ イ ス を 設 置 す る ベ ー ス と 、 該 ベ ー ス の 一 端 に
設 け た ヒ ン ジ に 係 合 す る ヒ ン ジ シ ャ フ ト を 回 転 自 在 に 支 持 し 、 該 ヒ ン ジ シ ャ フ ト を 回 転 支
点 と し て 上 下 方 向 へ 揺 動 自 在 に ア ー ム を 軸 支 し 、 該 ア ー ム に 切 断 刃 物 、 該 切 断 刃 物 を 回 転
駆 動 す る モ ー タ ー 及 び 該 切 断 刃 物 を 覆 う 保 護 覆 い を 有 し 、 且 つ 、 前 記 切 断 刃 物 の 上 限 位 置
を 規 制 す る 凸 部 と 下 限 位 置 を 規 制 す る 凸 部 が 設 け ら れ 、 前 記 ヒ ン ジ に は 、 該 切 断 刃 物 の 上
限 位 置 を 規 制 す る 凸 部 と 下 限 位 置 を 規 制 す る 凸 部 に 当 突 す る ス ト ッ パ が 設 け ら れ 、 該 ス ト
ッ パ に 該 上 限 位 置 を 規 制 す る 凸 部 あ る い は 該 下 限 位 置 を 規 制 す る 凸 部 が 当 突 し 、 前 記 切 断
刃 物 の 上 限 あ る い は 、 下 限 位 置 が 規 制 さ れ 、 前 記 切 断 刃 物 に よ り 前 記 切 断 材 料 を 切 断 す る
切 断 機 に お い て 、 前 記 ヒ ン ジ に 設 け ら れ た 前 記 ス ト ッ パ を 上 下 方 向 に 移 動 可 能 で か つ 係 止
可 能 に 設 け た こ と を 特 徴 と す る 切 断 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 切 断 砥 石 を 回 転 さ せ て 切 断 材 料 を 切 断 す る 砥 石 切 断 機 等 の 切 断 機 に 関 す る も
の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 砥 石 切 断 機 の 上 限 、 下 限 位 置 規 制 機 構 は 大 き く 分 け る と ２ 種 類 あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 一 方 は 、 切 断 機 砥 石 の 上 限 位 置 と 下 限 位 置 が 固 定 さ れ 、 調 整 不 可 の 機 構 で あ り 、 非 常 に
一 般 的 な 砥 石 切 断 機 で 価 格 も 安 い も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 も う 一 方 は 、 切 断 機 砥 石 の 上 限 位 置 と 下 限 位 置 が ボ ル ト の 出 し 入 れ 等 の 調 整 に よ り 、 別
々 に 調 整 可 能 で あ る も の と 、 上 限 位 置 あ る い は 下 限 位 置 の 一 方 の み が 調 整 可 能 な 砥 石 切 断
機 で 、 若 干 価 格 が 高 い も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － ２ ２ ６ ８ １ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 し た 従 来 の 切 断 機 は 、 前 者 の も の で は 価 格 が 安 い も の で は あ る が 、 切 断 砥 石 は 、 切
断 す る 度 に 小 さ く な っ て く る た め 、 切 断 砥 石 の 下 限 位 置 が 固 定 さ れ て い る と 、 切 断 で き る
材 料 が 極 端 に 規 制 さ れ て し ま う 。 こ れ を 解 決 す る 手 段 と し て 、 固 定 バ イ ス と 切 断 材 料 の 間
、 あ る い は ベ ー ス と 切 断 材 料 の 間 に 当 て 板 等 を 入 れ 、 切 断 材 料 の 固 定 位 置 を 移 動 さ せ る 方
法 が あ る が 、 非 常 に 面 倒 で あ る 。 ま た 、 切 断 機 砥 石 の 上 限 位 置 も 固 定 さ れ て い る の で 切 断
砥 石 の 外 径 が 小 さ く な っ て 、 切 断 材 料 と 切 断 砥 石 の 距 離 が 大 き く な っ て も 必 要 以 上 に 切 断
砥 石 が 上 方 向 に 上 げ る た め 、 作 業 効 率 が 悪 い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 後 者 の 切 断 機 で は 、 切 断 機 砥 石 の 上 限 位 置 と 下 限 位 置 が ボ ル ト の 出 し 入 れ 等 の 調 整 に よ
り 、 別 々 に 調 整 可 能 で 砥 石 の 切 断 機 が あ り 、 上 述 し た 問 題 は 解 決 で き る が 、 上 限 位 置 と 下
限 位 置 と 下 限 位 置 の 調 整 が 別 々 の た め 、 非 常 に 面 倒 で 、 作 業 性 が 悪 い も の で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 上 記 し た 従 来 の 欠 点 を 解 消 し 、 切 断 砥 石 の 大 き さ が 変 化 し て も 、 切 断
材 料 を 無 駄 な く 切 断 で き 、 か つ 、 上 限 位 置 と 下 限 位 置 の 調 整 が 容 易 で 、 作 業 能 率 の 良 い 切
断 機 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 目 的 は 、 切 断 材 料 を 固 定 す る 移 動 バ イ ス 及 び 移 動 バ イ ス を 設 置 す る ベ ー ス と 、 ベ ー
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ス の 一 端 に 設 け た ヒ ン ジ に 係 合 す る ヒ ン ジ シ ャ フ ト を 回 転 自 在 に 支 持 し 、 ヒ ン ジ シ ャ フ ト
を 回 転 支 点 と し て 上 下 方 向 へ 揺 動 自 在 に ア ー ム を 軸 支 し 、 ア ー ム に 切 断 刃 物 、 切 断 刃 物 を
回 転 駆 動 す る モ ー タ ー 及 び 切 断 刃 物 を 覆 う 保 護 覆 い を 有 し 、 且 つ 、 切 断 刃 物 の 上 限 位 置 を
規 制 す る 凸 部 と 下 限 位 置 を 規 制 す る 凸 部 が 設 け ら れ 、 ヒ ン ジ に は 、 切 断 刃 物 の 上 限 位 置 を
規 制 す る 凸 部 と 下 限 位 置 を 規 制 す る 凸 部 に 当 突 す る ス ト ッ パ が 設 け ら れ 、 ス ト ッ パ に 上 限
位 置 を 規 制 す る 凸 部 あ る い は 下 限 位 置 を 規 制 す る 凸 部 が 当 突 し 、 切 断 刃 物 の 上 限 あ る い は
、 下 限 位 置 が 規 制 さ れ 、 切 断 刃 物 に よ り 切 断 材 料 を 切 断 す る 切 断 機 に お い て 、 ヒ ン ジ に 設
け ら れ た ス ト ッ パ を 上 下 方 向 に 移 動 可 能 で か つ 係 止 可 能 に 設 け る こ と に よ り 達 成 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 ス ト ッ パ を 上 下 方 向 に 移 動 可 能 で 、 か つ 、 係 止 で き る よ う に 設 け る こ
と に よ り 、 切 断 砥 石 の 上 限 位 置 、 下 限 位 置 を 同 時 に 調 整 設 定 で き る よ う に し た の で 、 切 断
砥 石 の 外 径 の 大 き さ が 変 化 し て も 、 切 断 砥 石 の 大 き さ に 応 じ た 最 大 の 切 断 材 料 が 切 断 で き
、 切 断 材 料 を 無 駄 な く 切 断 で き 、 上 限 位 置 と 下 限 位 置 の 調 整 が 容 易 に 行 な え る 。 ま た 、 同
時 に 上 限 位 置 も 変 化 す る の で 、 切 断 砥 石 と 切 断 材 料 の 距 離 を 最 短 に 保 つ 事 が で き 、 切 断 砥
石 を 上 方 に 上 げ る 作 業 お よ び 切 断 材 料 に 近 づ け る 作 業 性 を 良 く な り 、 作 業 能 率 が 良 く な る
。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 切 断 機 の 一 実 施 形 態 を 図 １ ～ 図 ３ を 用 い て 説 明 す る 。 図 １ は 本 発 明 切 断 機 の 一 実
施 形 態 を 示 す 正 面 図 、 図 ２ は 切 断 砥 石 が 下 限 位 置 時 の 要 部 拡 大 図 、 図 ３ は 切 断 砥 石 が 上 限
位 置 時 の 要 部 拡 大 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ に お い て 、 切 断 材 料 １ ２ を 載 せ る ベ ー ス １ の 右 端 部 に 設 け た ヒ ン ジ ４ に 支 持 さ れ る
ヒ ン ジ シ ャ フ ト ５ を 回 動 支 点 と し て 、 ア ー ム ６ が 上 下 方 向 へ 揺 動 す る 。 ア ー ム ６ に は 、 切
断 砥 石 １ ０ 、 切 断 砥 石 １ ０ を 保 護 す る 保 護 覆 い １ １ 、 切 断 砥 石 １ ０ を 駆 動 回 転 す る 図 示 し
な い モ ー タ ー が 配 設 さ て お り 、 ス プ リ ン グ ９ に よ り 、 上 方 に 持 ち 上 げ ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ベ ー ス １ 上 に は 固 定 バ イ ス ２ と 移 動 バ イ ス ３ を 設 け 、 移 動 バ イ ス ２ は ベ ー ス １ の 長 手 方
向 に 向 け て 形 成 し た 案 内 溝 に 沿 っ て 移 動 自 在 に 装 着 さ れ て い る 。 切 断 材 料 １ ２ は 固 定 バ イ
ス ２ と 移 動 バ イ ス ３ で 挾 持 固 定 さ れ 、 ア ー ム ６ を 下 方 へ 揺 動 さ せ る こ と で 切 断 砥 石 １ ０ に
よ り 切 断 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 次 に 、 上 限 、 下 限 位 置 規 制 機 構 に つ い て 図 ２ 、 図 ３ に よ り 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ア ー ム ６ に は 上 限 位 置 を 規 制 す る 凸 部 ６ ａ 、 下 限 位 置 を 規 制 す る 凸 部 ６ ｂ が 設 け ら れ 、
ス ト ッ パ ７ （ ボ ル ト 等 ） は 、 上 限 位 置 を 規 制 す る 凸 部 ６ ａ 、 及 び 下 限 位 置 を 規 制 す る 凸 部
６ ｂ に 当 突 す る 位 置 に 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 ス ト ッ パ ７ は 、 ヒ ン ジ ４ に 設 け ら れ た 長 穴
４ ａ に 挿 通 さ れ 、 ナ ッ ト ８ に よ り ヒ ン ジ ４ に ネ ジ 固 定 さ れ て お り 、 ア ー ム ６ が 下 限 位 置 （
切 断 砥 石 １ ０ の 下 限 位 置 ） の 時 は 、 下 限 位 置 を 規 制 す る 凸 部 ６ ｂ と ス ト ッ パ ７ が 当 突 し 、
下 限 位 置 が 規 制 さ れ 、 ア ー ム ６ が 上 限 位 置 （ 切 断 砥 石 １ ０ の 上 限 位 置 ） の 時 は 、 上 限 位 置
を 規 制 す る 凸 部 ６ ａ と ス ト ッ パ ７ が 当 突 し 、 上 限 位 置 が 規 制 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 な お 、 長 穴 ４ ａ は ア ー ム ６ の 回 動 支 点 で あ る ヒ ン ジ シ ャ フ ト ５ を 中 心 と し た 円 弧 形 状 を
し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 記 構 成 に お い て 、 切 断 材 料 １ ２ を 切 断 し 、 切 断 砥 石 １ ０ の 外 径 Ｄ が 小 さ く な っ た 場 合
、 ス ト ッ パ ７ を 下 方 向 （ 図 ２ の Ｂ 方 向 ） に 移 動 す る こ と に よ り 、 ア ー ム ６ す な わ ち 、 切 断
砥 石 １ ０ の 下 限 位 置 と 上 限 位 置 範 囲 が 全 体 的 に 下 方 向 に 移 動 さ れ る 。 ま た 、 切 断 砥 石 １ ０
を 新 品 （ 外 径 Ｄ が 大 き く な る ） に し た 場 合 、 ス ト ッ パ ７ を 上 方 向 （ 図 ２ の Ａ 方 向 ） に 移 動
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す る こ と に よ り 、 ア ー ム ６ す な わ ち 、 切 断 砥 石 １ ０ の 下 限 位 置 と 上 限 位 置 範 囲 が 全 体 的 に
上 方 向 に 移 動 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 ス ト ッ パ ７ の 上 下 方 向 （ 図 ２ の Ａ 、 Ｂ 方 向 ） の 移 動 に よ り 、 切 断
砥 石 １ ０ の 上 限 位 置 、 下 限 位 置 を 同 時 に 調 整 設 定 で き る の で 、 切 断 砥 石 １ ０ の 外 径 Ｄ の 大
き さ が 変 化 し て も 、 移 動 バ イ ス ３ の 切 断 材 料 １ ２ 挟 持 面 と ベ ー ス １ の 上 面 と の 交 点 Ｃ に 切
断 砥 石 １ ０ の 外 径 Ｄ が 交 わ る 様 に ス ト ッ パ ７ の 位 置 を 調 整 す る こ と に よ り 、 切 断 材 料 １ ２
の 切 り 残 し が 無 い の と 、 同 時 に 上 限 位 置 も 変 化 す る の で 、 切 断 砥 石 １ ０ と 切 断 材 料 １ ２ の
距 離 Ｌ を 最 短 に 保 つ こ と が で き 、 作 業 性 を 良 く す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 切 断 機 の 一 実 施 形 態 を 示 す 正 面 図 。
【 図 ２ 】 切 断 砥 石 が 下 限 位 置 時 の 要 部 を 示 す 図 １ の 切 断 機 の 要 部 拡 大 図 。
【 図 ３ 】 切 断 砥 石 が 上 限 位 置 時 の 要 部 を 示 す 図 １ の 切 断 機 の 要 部 拡 大 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 １ は ベ ー ス 、 ２ は 固 定 バ イ ス 、 ３ は 移 動 バ イ ス 、 ４ は ヒ ン ジ 、 ４ ａ は 長 穴 、 ５ は ヒ ン ジ
シ ャ フ ト 、 ６ は ア ー ム 、 ６ ａ は 上 限 位 置 を 規 制 す る 凸 部 、 ６ ｂ は 下 限 位 置 を 規 制 す る 凸 部
、 ７ は ス ト ッ パ 、 ８ は ナ ッ ト 、 ９ は ス プ リ ン グ 、 １ ０ は 切 断 砥 石 、 １ １ は 保 護 覆 い 、 １ ２
は 切 断 材 料 で あ る 。
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